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昭和５９年６月１４-１５日

土佐区開基９０周年記念式典

▲

昭和４９年８月３日に行われた「土佐区の開基８０周年記念式典・記念事業」は、

「あのときの常呂・写真館」のＶＯＬ２７で詳しく紹介しています。●それから１０年後、

土佐区の開基９０周年記念式典は、昭和５９年７月号の「広報ところ」で、両開きのペー

ジで大きく紹介されました。詳しい内容は、そのときの広報のページを最後に付けたので、

ＰＤＦの文字サイズ変更機能（表示→ズーム→ダイナミックズーム）を使ってご覧くださ

い。●ここでは、写真でそのときのようすをお伝えします。

＊町内３ヶ所に設置した

ＰＲ看板（右は土佐神社、そ

の右側に開基８０周年記念碑

があります）

＊土佐公民館の前に組まれた

歓迎アーチ（開基８０周年記念

のときと形は同じ）



＊６月１５日の記念式典

会場は土佐公民館

＊土佐公民館横の開基８０周

年記念碑の前で神主のお祓

い。左側に見える肖像画は、

土佐からの団体移住団長／

田村喜浩翁（８０周年記念

の時に製作したもの）

＊６月１４日前夜祭の

仮装大会のひとこ

まっで水戸黄門の寸

劇

＊次ページ以降の写真

はすべて１４日の前

夜祭のものです



＊土佐区の子どもたち

による踊り。野外ス

テージの上にある土

佐の文字に挟まれた

マークは、「土佐章」

（昭和４９年８月３

日制定）

『土佐郷土史』の最

初のページに、この

マークの解説があり

ます

＊お祝いムードが高ま

る七福神の仮装

＊子どもたちが参加する魚

つかみ大会



＊土佐区の女性部による

バザー

＊野外ステージを見つめる

土佐区の人たち

（後ろに見えるのは、土佐

公民館とバザーのテント）

＊『土佐郷土史』の

史実に基づいて製

作した「開拓の村」



＊「開拓の村」には、開拓当時の生活を子どもたちに伝える役割がありました

＊仮装大会で開拓期の生活を再現、手にしている幕に気持ちが表れています
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心収口にいｔ、回心梁弓
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